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なぜ、子どもに委ねる学びが必要
なのだろう？
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01 学 ぶ 意 義 を 共 有

自分の人生は
自分で成功させる

個別最適な学び・協働的な学びをする必要性



01 学 ぶ 意 義 を 共 有

一緒に仕事する仲間
これまでは、身内で

今、これからは、コラボして新しいステージへ
足りないところは他と協力

思考と発想
これまでは、欧米についていこう！たくさん作
ってガンガン！

今、これからは、正解なし。新しい価値。

求められる力
これまでは、読み書き計算。確実性。

今、これからは、ゼロからイチを生み出す。
問題発見力、課題解決力

これからは他者と協働しながら、人生を切り開くこれからは他者と協働しながら、人生を切り開く



児童と学び方の共有
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02 児 童 等 学 び 方 を 共 有

学びの姿を掲示

どのように学ぶか
何を学んだか
学びのよさを実感させる。

辞書でしたらべたり

具体物を触ったり

言葉の宝箱を参考にしたり

地図帳で調べたり

地球儀を見たり
パソコンでまとめたり

本から調べたり



03
各教科の資質・能力



03 各 教 科 の 資 質 ・ 能 力

指導要領解説などを
参考にして、教材研究
　　　　　↓
　つけたい力を明確に
　　　　　　↓
　ゴールの児童の姿

街 の 自 然 に 魅 力
を 感 じ て い る



単元構想の工夫
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04 単 元 構 想 の 工 夫

自由進度と一斉授業、それぞれのよさ
グラデーションの中で授業を作る。
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04 単 元 構 想 の 工 夫

単元の中でどの時間を子供に委ねる場面にすると、子どもの資質・能力の育成につながるかを
吟味して、設定することが大切。

５年生「合同な図形」では、子どもた
ちが既習を使って
「じっくり考えたいところ・自分たち
でできるよ」
というところを委ねてみました。

教師が「教えてやらなくては」から脱却！



04 単 元 構 想 の 工 夫

単元の中でどの時間を子供に委ねる場面にすると、子どもの資質・能力の育成につながるかを
吟味して、設定することが大切。

５年生「大造じいさんとがん」では、
つけたい力を児童と共有し、ゴールを
確認。
「どこを自分のペースで学びたい？」
と問い、学習計画を児童と一緒に立て
ることも。



授業づくり
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05

つけたい力と
ゴールの姿
ゴールに向かう見
通し

子供に委ねる時間
の吟味

ふりかえりの充実
協働の相手、時
間、C→Bの手立て
を判断・選択
（目的に応じた
ICT活用）

授 業 づ く り

意識転換「教師がどう教えるか→子供がどう学ぶか」



05 授 業 づ く り

2 軸 の ね ら い を 達 成 す る た めには、児童の実態に合わせて、どこを委ねるとよいか

前時の振り返り・めあて・学習の見通し 前時の振り返り・めあて・学習の見通し

自力解決・全体解決・まとめ

ここで充実！
適用題
必須問題
選択問題
教師の見取り

ふりかえり

ここで充実！
必須課題解決に向けて

協働相手・時間・ヒント・資料
を判断・選択

まとめ・ふりかえり

（例）



２．学習の流れを確認（一斉）

何をどのように進めていくか
何ができるのが今日のゴールか

時間の見通し
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05 授 業 づ く り

委ねるからこそ、ここを充実させる。



05 授 業 づ く り

めあてを全員が達成できるように
ヒントカード

デジタルコンテンツ

具体物



05 授 業 づ く り

めあてを全員が達成できるように

教師の作った解説動画
自分のタイミングで繰り返し何度でも

子供自身が作成する解説動画
納得できるまで繰り返し何度でも



実際の授業（子に委ねる）
必要なタイミングで友達と相
談し、その一人で考える。

具体物を使って考える姿
その様子を眺める姿

２通りのかき方がわ
かり、あと１通りを
協働で考える姿

個
協
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05 実際の授業の様子
自分で問題の順や解決方法、場所などを選択し、

自分のペースで学習を進める。

必須問題から取り組む子

先生にフィードバックをもらう子

選択問題の空いているところを見つけて取り組む子



05 実際の授業の様子
学習が苦手な子も
楽しみながら学習

得意な子は、スペシャ
ル問題を楽しむ！



05 授 業 づ く り

めあてを全員が達成できるように

オクリンクで学びの
共有
→教師の見取り
→協働の相手を
　　　判断・選択



05 授 業 づ く り

教師の見取りは重要 教師の出場
・多くの条件を使っている児童
・一つにやり方で満足してる児童
・やり方が分からなくて困っている児童

チェック問題
「どうしてこうなったの？」
「ばっちり！」
直接やり取りする場面も



授 業 づ く り05

振り返りの充実
「学習内容」と「学び方」を振り返る。
自分の学習を自分の言葉で語る。
自己調整力を育成するために！

子どもたち自身が自分たちの学習状
況を把握し、解決に向けて計画的
に、見通しをもって学習を進める力



授 業 づ く り05

学び方で足りない点やよさを
価値づける。

ふりかえりの充実
・見える化　単元を通して　共有



い ろ い ろ 試 し て み て …最後に

①深い教材研究
②児童理解
③めあてを明確に持つ
④目的をしっかり持たせる
⑤見取り→評価

教師は子どもの自律的な学びを支え、
確実に各教科の資質・能力が身に付くよう、
教材の準備、環境づくりをする。



い ろ い ろ 試 し て み て …最後に

適切な環境さえ作れば、
子供は学べる。
子供を優れた学び手と信じ、
覚悟をもって委ねてみる。



THANK YOU!
あ り が と う ご ざ い ま し た

確かに準備は大変・・・
でもそれ以上の幸せがあります

子供も教師も
BE THE PLAYER 


